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高崎浩幸 (京都大 ･アフリカ地域研究センター )
複数の繁殖オスがいる場合,行動解析だけでは,
父親の判定は推定の域を出ない｡したがって繁殖
成功度の研究には退伝物質を去付けとした父子判
定が不可欠である｡血液などの採取が可能な種に
は,DNAフィンガープリンティング法が適用で
きるが,捕獲が実際上不可能な種では,はかの方
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